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平成２１年 第１回 

稲敷市議会定例会
　平成 21年第 1回稲敷市議会定例会が、3月3日から19日までの17日間に
わたり開かれました。
　開会日には、市長から条例の制定案 4件、条例の改正案 12件、一般会計他、
各会計の補正予算案 7件、平成 21年度各会計予算案件 13件、市道路線認定
案件 1件、人事諮問案件 3件など、計 41案件が提出されました。各議案につい
ては常任委員会に付託され、慎重な審査が行われました。
　最終日には、議案第 39号について議案の撤回の申し出があり、これを承認しま
した。このほか各議案については、各常任委員長からの審査経過と結果に係る報告
を受け採決の結果、すべての案件が原案のとおり可決されました。
　その後、議員から発議 1件が追加提案され、可決されました。
　また請願 2件が提出され、所管となる各委員会に付託され、それぞれ継続審査
となりました。

稲敷市２１年度予算
　総額310億255万２千円を可決！

（前年比3.6％）

稲敷市２１年度予算稲敷市２１年度予算
　総額310億255万２千円を可決！　総額310億255万２千円を可決！

（前年比3.6％）（前年比3.6％）

議案番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会 審議結果

議案第 2号 稲敷市統計調査条例の制定について
統計法の全部改正に伴い、市統計調査員設置
条例を全部改正するもの

総　 務 原案可決

議案第 3号
稲敷市介護従事者処遇改善臨時特例基
金条例の制定について

介護報酬改定に伴う保険料の上昇を抑制する
ため、臨時特例基金を設置するもの

教育福祉 原案可決

議案第 4 号
稲敷市農業集落排水事業債減債基金条
例の制定について

茨城県農業集落排水事業推進交付金交付要項
に基づき県交付金を基金に積み立て、事業債
償還に充てることを目的として制定するもの

産業建設 原案可決

議案第 5号
稲敷市収入印紙等購買基金条例の制定
について

平成 21年 6月1日から旅券事務の権限移譲
に伴う、国県の許認可申請に必要な収入印紙
等の売りさばき事務を行えるよう制定するも
の

市民生活 原案可決

議案第 6号
稲敷市個人情報保護条例の一部改正に
ついて

新統計法が平成 21年 4月から施行されるこ
とから、規定中の旧統計法からの引用条項を
改めるもの

総　　務 原案可決

議案第 7号
稲敷市職員の勤務時間，休暇等に関す
る条例の一部改正について

人事院による勤務条件の改定勧告を受け、国
家公務員同様に勤務時間を改めるもの

総　　務 原案可決

議案第 8号
稲敷市職員の育児休業等に関する条例
の一部改正について

議案第7号と同様に法律の改正に合わせ規定
するもの

総　　務 原案可決

議案第 9号
稲敷市議会の議員の報酬及び費用弁償
等に関する条例の一部改正について

地方自治法の改正により、条例中の字句を改
めるもの

総　　務 原案可決

審
議
さ
れ
た
議
案
と
そ
の
結
果

審
議
さ
れ
た
議
案
と
そ
の
結
果
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平成平成２２１年 第１回 １年 第１回 

稲敷市議会定例会稲敷市議会定例会

議案番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会 審議結果

議案第 10号
稲敷市特別職の職員で非常勤のものの
報酬及び費用弁償に関する条例の一部
改正について

統計法の全部改正に伴い、議案第2号を制定
することにより、統計調査員及び登録統計調
査員の報酬について定めるもの

総　　務 原案可決

議案第 11号
稲敷市職員の給与に関する条例等の一
部改正について

短時間勤務職員にかかわる規定を改正するほ
か、職員名称の変更や該当しない地域手当て
を廃止するもの

総　　務 原案可決

議案第 12号
稲敷市産業活動の活性化及び雇用機会
の創出のための固定資産税の特別措置
に関する条例の一部改正について

本条例の適用期限を平成24年 3月31日まで
の3年間延長するもの

総　　務 原案可決

議案第 13号
稲敷市国民健康保険税条例の一部改正
について

国民健康保険法施行令の一部を改正する政令
が公布されたことにより、介護納付金賦課限
度額を9万円から10万円に改正するもの。

市民生活 原案可決

議案第 14 号
稲敷市公民館設置，管理及び職員に関
する条例の一部改正について

利用促進を図るため、各施設の使用料の統一
化を図るため改正するもの

教育福祉 原案可決

議案第 15号
稲敷市国民健康保険条例の一部改正に
ついて

児童福祉法の改正により、小規模住居型児童
養育事業の対象で民法規定の扶養義務者のい
ない児童について、国民健康保険の被保険者
としないものとする

市民生活 原案可決

議案第 16号
稲敷市介護保険条例の一部改正につい
て

平成 21年度から 23 年度までの保険料率を
介護給付等対象サービスの見込み料等に基づ
いて算出した額に改正するもの

教育福祉 原案可決

議案第 17号
稲敷市道路占用料徴収条例及び稲敷市
法定外公共物管理条例の一部改正につ
いて

道路法施行令の一部を改正する政令が公布さ
れたことに伴い、本条例等を改正するもの

産業建設 原案可決

議案第 18号
平成 20年度稲敷市一般会計補正予算
（第6号）

予算総額を １８３億８５７９万３千円とする
各 常 任
委 員 会

原案可決

議案第 19号
平成 20年度稲敷市国民健康保険特別
会計補正予算（第 4号）

予算総額を ５５億２５４万５千円とする 市民生活 原案可決

議案第 20号
平成 20年度稲敷市農業集落排水事業
特別会計補正予算（第3号）

予算総額を ５億１３５９万４千円とする 産業建設 原案可決
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議案番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会 審議結果

議案第 21号
平成 20年度稲敷市公共下水道事業特
別会計補正予算（第3号）

予算総額を １９億９３５７万７千円とする 産業建設 原案可決

議案第 22号
平成 20年度稲敷市介護保険特別会計
補正予算（第3号）

予算総額を ２３億９０５１万９千円とする 教育福祉 原案可決

議案第 23号
平成 20年度稲敷市基幹水利施設管理
事業特別会計補正予算（第2号）

予算総額を １億１０３０万円とする 産業建設 原案可決

議案第 24 号
平成 20年度稲敷市後期高齢者医療特
別会計補正予算（第3号）

予算総額を ６億８０３０万３千円とする 市民生活 原案可決

議案第 25号 平成 21年度稲敷市一般会計予算 予算総額を １７８億４００万円とする
各 常 任
委 員 会

原案可決

議案第 26号
平成 21年度稲敷市国民健康保険特別
会計予算

予算総額を ５５億４５９１万１千円とする 市民生活 原案可決

議案第 27号
平成 21年度稲敷市老人保健特別会計
予算

予算総額を ３５２８万４千円とする 市民生活 原案可決

議案第 28号
平成 21年度稲敷市，稲敷郡町村及び
一部事務組合公平委員会特別会計予算

予算総額を ２４万７千円とする 総　　務 原案可決

議案第 29号
平成 21年度稲敷市農業集落排水事業
特別会計予算

予算総額を ５億２２０万円とする 産業建設 原案可決

議案第 30号
平成 21年度稲敷市公共下水道事業特
別会計予算

予算総額を ２２億６４７万７千円とする 産業建設 原案可決

議案第 31号
平成 21年度稲敷市介護保険特別会計
予算

予算総額を ２４億７８３８万１千円とする 教育福祉 原案可決

議案第 32号
平成 21年度稲敷市浮島財産区特別会
計予算

予算総額を １２７万２千円とする 総　　務 原案可決

議案第 33号
平成 21年度稲敷市古渡財産区特別会
計予算

予算総額を ３７０万３千円とする 総　　務 原案可決

議案第 34 号
平成 21年度稲敷市基幹水利施設管理
事業特別会計予算

予算総額を １億１７３８万円とする 産業建設 原案可決

議案第 35号
平成 21年度稲敷市後期高齢者医療特
別会計予算

予算総額を ７億９２５８万５千円とする 市民生活 原案可決

議案第 36号 平成 21年度稲敷市水道事業会計予算 収益的収支予算 １０億２１２８万６千円 産業建設 原案可決

議案第 37号
平成 21年度稲敷市工業用水道事業会
計予算

収益的収支予算 ８６６万６千円 産業建設 原案可決

議案第 38号 市道路線の認定について

江戸崎･新利根線バイパス整備に伴う旧道部
分（江戸崎1級 18号線 他 2路線）及び、取
り付け道路として認定する新利根927号線は、
道路改良に伴う路線認定

産業建設 原案可決

議案第 39号 訴えの提起について 撤回承認

諮問第 1号
～

諮問第 3号
人事擁護委員の推薦ついて（3件）

江戸崎　南　井　純　雄　（再任）
桑　山　林　崎　美代子　（再任）
浮　島　人　見　みどり　（新任）

－ 原案同意

発議第 5号
稲敷市議会会議規則の一部改正につい
て

地方自治法の改正に伴い、本規則を改正する
もの
提出者　長　坂　太　郎

－ 原案可決
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受付日 件　　　名
提　出　者
住所・氏名

付託委員会 結　果

請願第 1号
（H21．3．2）

稲敷市政治倫理条例の制定
に関する請願について

稲敷市佐倉 1117 － 2
木　村　忠　男

政 治 倫 理
条 例 に 関
す る 調 査
特別委員会

継続審査

請願第 2号
（H21．3．2）

稲敷市議会議員の報酬及び
費用弁償等に関する条例の
一部改正についての請願に
ついて

稲敷市江戸崎甲 3550
石　川　和　男

総　 務 継続審査

請 願 の 審 議 結 果

平成21年 第1 回 
稲敷市議会臨時会

　平成 21年第 1回稲敷市議会臨時会が、2月13日（1日間）に開かれました。
開会日には、市長から一般会計補正予算案（第 5号）1件、また議員発議とし
て市農業委員の任期満了に伴う、議会推薦農業委員の推薦案件 4件が提出され
ました。
　常任委員会への付託はなく慎重な審議が行われ、すべて可決されました。

審
議
さ
れ
た
議
案
と
そ
の
結
果

審
議
さ
れ
た
議
案
と
そ
の
結
果

議案番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会 審議結果

議案第 1 号
平成 20年度稲敷市一般会計補正予算

（第5号）
予算総額を １８５億４１１７万９千円とする ― 原案可決

発議第 1 号

～

発議第 4 号

稲敷市農業委員会委員の推薦について

蒲ヶ山　栗　山　文　雄

狸　穴　千　勝　　　忠

上馬渡　内　埜　新　也

釜　井　髙　城　貞　雄

― 原案可決

臨 時 会 報 告



山 本 祐 子
議　員

緊縮財政で下水道工事がか
なり遅れている江戸崎地域

においては、汚水処理は公共下水道
方式から浄化槽方式へ転換すべきと
考えます。環境省は浄化槽の普及推
進に取り組んでおり、生活対策にお
けるモデル事業として国の補助率を
２分の１に引き上げて施策を講じて
います。これを活用して当市も取り
組むべきと考えますがいかがですか。

現在、本市では下水道整備

と高度処理浄化槽の整備に

取り組んでおります。浄化槽の補助

については、下水道認可区域を除く

市内全域に認められております。

　国の示す浄化槽集中整備特別モデ

ル事業は、短期かつ集中的な浄化槽

整備の推進、高度処理浄化槽導入の

加速、また災害時の避難場所となる

施設（学校や公民館）への浄化槽の

整備推進など、５つの事業があり、

この中から本市の実情等を勘案して、

要件に合った浄化槽については、既

存の補助事業と合わせて積極的に事

業を取り入れたいと考えています。

浄化槽の普及推進も取り組むべき

山本

髙城市長  実情を勘案して積極的に取り入れたい

市長

第
１
回
定
例
会
に
は
、
８
名
の
議
員
が
市
政
全
般
に
わ
た
り
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

質
問
と
答
弁
に
つ
い
て
、
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

市
政
を
問
う

一
般
質
問

浄化槽の問い合わせは生活環境課へ浄化槽の問い合わせは生活環境課へ
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市
政
を
問
う

河 内 喜 和
議　員

霞
ヶ
浦
境
界
確
定
に
よ
る

稲
敷
市
へ
の
影
響
は

髙
城
市
長 
本
市
発
展
の
た
め
に　
　
　
　
　

 　
　

有
効
な
活
用
を
図
り
ま
す

学力向上のための取り組みは
小川教育長  外部講師等の活用で　　　　　

学力向上を図ります

霞
ヶ
浦
の
境
界
画

定
に
よ
り
地
方
交

付
税
額
は
ど
れ
く
ら
い
増

額
と
な
り
ま
す
か
。
交
付

は
21
年
度
か
ら
実
施
さ
れ

る
の
で
す
か
。
ま
た
、
交

付
税
増
額
分
の
用
途
に
つ

い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
考

え
を
お
持
ち
で
す
か
。

　

そ
し
て
、
境
界
画
定
に

伴
い
発
生
す
る
稲
敷
市
の

権
利
と
義
務
に
は
、
ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
で

す
か
。

霞
ヶ
浦
の
境
界
画

定
に
よ
り
27
・
62

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
湖

面
面
積
が
算
入
さ
れ
、
当

年
度
算
定
ベ
ー
ス
で
約
１

２
５
１
万
円
の
交
付
税
増

額
が
見
込
ま
れ
ま

す
。
交
付
は
21
年

度
か
ら
の
見
通
し

で
、
増
額
分
の
交

付
税
は
、
沿
岸
11

市
町
村
と
協
議
を

し
て
、
当
市
に
有

効
な
活
用
を
図
っ

て
い
く
考
え
で
す
。

　

管
理
に
つ
い
て

は
、
従
来
ど
お
り

国
土
交
通
省
霞
ヶ

浦
河
川
事
務
所
が

行
い
、
境
界
確
定
に
伴
っ

て
、
新
た
に
市
が
行
う
事

務
が
生
じ
る
こ
と
は
な
い

と
思
わ
れ
ま
す
。

昨今、学力低下が指摘されていま
すが、当市における理数系を中心

とした学力向上対策はどのように取組んで
いますか。全国学力テストの結果や市内各
校の状況を、それぞれの教職員に公表され
ているのか伺います。
　子供たちに直接接する先生方が、社会
のルールや校則等を含めた広義のコンプラ
イアンスについてどのように勉強・研修し、
取組んでいるかお聞かせください。

市では指導主事による各種訪問

指導や校内研修を設けるほか、

理科支援員や特別講師の授業等により学力

向上を図っています。全国学力テストにつ

いては、自校のみの周知で他校との順位関

係は未公表です。

　また、コンプライアンスについては、初

任者研修や 10年次ごとの研修により社会

体験を重ね、教職員の質・人間性の向上に

努めております。児童生徒にも、道徳教育

や善悪の判断、自由と規律等についての指

導を考えています。

河
内

河内 教育長

市
長
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一
般
質
問

根 本　 保
議　員

経済不況による厳しい社会情勢の中
で、数十億円の予算規模といわれる

新庁舎建設事業の推進は、市民の理解を得
ることが難しいのではないでしょうか。
　緊急性が感じられない新庁舎建設事業は、
千葉県浦安市の判断事例のように当面凍結
し、教育環境の整備こそが今取組むべき課
題ではないでしょうか。

新庁舎建設事業については、新庁舎

建設計画懇話会や庁舎建設審議会が

設置され種々の意見を伺いました。

　経過の中でも、財政状況は重要なポイン

トで、新庁舎建設経費と現行 4庁舎の維持

経費を比較検討し、多額の維持経費、大規

模改修費、分庁舎方式による弊害などが問

題視されたこと等を踏まえて、有利な財源

として合併特例債を活用し、その期限内に

新庁舎を建設することが最も有利であり最

適な時期と考えています。

　また学校の適正配置も最重要課題です。

小規模校の解消、適正規模に基づく適正配

置、耐震補強等を含む安全対策等の施設整

備については喫緊の課題であり、合併特例

債活用期間内に完了するように、なお一層

の行政経費、建設経費の節減に努めていき

たいと考えています。

新庁舎建設よりも教育環境の整備に取り組むべき
髙城市長  両事業とも将来を見据え取り組まねばならない

根本

市長

老朽化の進む小学校の校舎老朽化の進む小学校の校舎 計画している新庁舎の構想計画している新庁舎の構想



9 稲敷市議会だより　第16号

市
政
を
問
う

平 山　 寧
議　員

税
負
担
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
に

ど
の
よ
う
な
指
導
を
行
っ
て
い
る
の
か

髙
城
市
長 
滞
納
額
の
減
少
に
向
け
て　

取
り
組
ん
で
い
ま
す

入札制度の改善を求む
髙城市長  一般競争入札の対象範囲拡大を検討中です

こ
の
世
界
的
な
経

済
不
況
に
対
し
て
、

首
長
と
し
て
ど
の
よ
う
な

決
意
で
望
ま
れ
る
の
で
す

か
。

　

新
年
度
予
算
の
市
税
や

国
民
健
康
保
険
税
等
の
不

能
欠
損
額
が
巨
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。
不
能
欠
損
の

発
生
は
税
負
担
の
公
平
性

を
保
つ
上
か
ら
、
市
民
の

納
税
意
欲
を
そ
ぐ
よ
う
な

こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す

が
、
こ
の
問
題
に
対
し
ど

の
よ
う
な
指
導
を
行
っ
て

い
ま
す
か
。

総
合
計
画
に
基
づ

い
た
中
長
期
的
視

野
に
立
っ
た
公
共
投
資
、

企
業
誘
致
や
産
業
振
興
等

を
着
実
に
実
施
し
て
い
く

こ
と
や
、
ふ
る
さ
と
雇
用

再
生
特
別
事
業
に
よ
る
雇

用
機
会
の
創
出
に
も
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

ま
た
、
時
効
に
よ
る
不

能
欠
損
を
安
易
に
行
う
と
、

税
負
担
の
公
平
性
を
欠
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
現
在

は
、
催
告
書
や
督
促
状
を

送
り
時
効
を
中
断
し
、
差

し
押
さ
え
を
実
施
す
る
な

ど
、
滞
納
者
の
状
態
把
握

に
努
め
な
が
ら
、
全
職
員

に
よ
る
滞
納
整
理
や
担
当

課
の
納
税
相
談
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

21
年
度
か
ら
は
コ
ン
ビ

ニ
収
納
、
差
押
さ
え
物
件

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
公
売
等

も
実
施
し
ま
す
。

市発注の公共工事で発生した談合
問題に対して市長はどう考えてい

ますか。責任の所在と業者への対処につい
て説明を求めます。
　また、過去の一般質問の中で高落札率に
ついて問われましたが、その後あまり変化
がなく高落札率であると判断します。この
結果は、適正な競争入札の執行結果と考え
ていますか。談合防止について罰則強化や、
一般競争入札制度の大幅な改善等を検討す
る考えはありますか。

報道内容が事実とすれば、公正で

自由な競争による入札制度を否定

し、公共の利益を著しく害する悪質な行為

であり、まことに遺憾に堪えません。この

ような疑わしき行為が二度と行われないよ

うにするのが市長としての責任であり、当

該事業者に対しては 2年間の指名停止処

分としました。

　業者指名基準は、技術的な適正や契約・

履行の各実績等から総合的に判断していま

す。予定価格の事前公表は、透明性確保の

上から現時点では適切と考えます。

　入札制度については一般競争入札の対象

範囲拡大を一番最初に掲げて検討中です。

平
山

平山 市長

待ったなしに動く税務課職員待ったなしに動く税務課職員

市
長



10稲敷市議会だより　第16号

一
般
質
問

根 本 勝 利
議　員

談合事件が発覚し、新聞
報道やテレビ等で放送さ

れたことにより、本市のイメージ
ダウンは計り知れません。市長は、
談合事件の問題がどこにあり、責
任をどのようにとるつもりですか。

現時点では捜査中であり、

事実確認がされていませ

んので、今後の捜査の進展を見据

えながら事実に基づき対応してい

きたいと考えています。

事
件
が
報
道
さ
れ

て
か
ら
、
発
注
者

で
あ
る
市
長
の
説
明
責
任

と
政
治
的
責
任
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
４

年
間
で
管
財
課
が
提
出
し

た
指
名
業
者
を
変
更
し
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

こ
の
経
緯
に
つ
い

て
は
、
議
会
運
営

委
員
会
、
全
員
協
議
会
、

ま
た
竜
ヶ
崎
記
者
ク
ラ
ブ

へ
説
明
を
し
て
い
ま
す
。

　

指
名
業
者
の
変
更
は
、

一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

公共事業指名競争入札に係わる談合
問題で、逮捕者も出ているところで

すが、市長は談合などの不正行為は絶対あっ
てはならない、事実関係を確認し厳しく対
処していきたいとコメントしていますが今
後どのように確認し、対応するのか。
　また、平成 20年度指名競争入札に係わる
発注件数と総事業費、入札参加業者数と落
札率は。及び本市の入札契約審査会の機能
及び権限について伺いたい。

現在、事実関係が確認されていませ

んので、今後の捜査の行方を見守り

ながら事実関係が判明次第対応していきた

い。また、指名競争入札の発注件数は、39件、

総事業費が７億７００万円、入札参加業者

は、延べ２６７社、平均落札率は 94・７％

です。

　入札審査会の主な業務は、入札資格者の

審査、契約方式の選考及び参加条件の審査、

指名業者の選定等を行い、副市長、各部局

長で構成しています。

談合報道に対する責任は
髙城市長  事実に基づき対応したい

根本

根
本

根本

市長

市長

市
長

インフラ整備のための公共工事インフラ整備のための公共工事



11 稲敷市議会だより　第16号

市
政
を
問
う

井戸賀 吉男
議　員

ど
こ
ま
で
踏
み
込
ん
だ

雇
用
対
策
を
す
る
の
か

国
で
も
失
業

者
救
済
と
し

て
休
業
手
当
を
国
か
ら
助

成
す
る
雇
用
調
整
助
成
金

を
予
算
計
上
し
た
よ
う
で

す
。

　

緊
急
雇
用
対
策
事
業
は
、

ど
の
よ
う
な
内
容
で
、
企

業
全
体
の
経
営
に
ま
で
踏

み
込
ん
だ
事
業
な
の
か
。

ま
た
、
失
業
者
の
再
雇
用

対
策
を
進
め
て
い
く
の
で

し
ょ
う
か
。

　

茨
城
県
知
事
も
経
済
雇

用
対
策
を
重
点
課
題
と
し

て
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
県

と
地
方
自
治
体
で
の
雇
用

対
策
費
は
い
く
ら
ぐ
ら
い

で
、
本
市
で
の
雇
用
対
策

は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し

よ
う
か
。

実
施
さ
れ
る
事
業

は
、
緊
急
雇
用
創

出
事
業
（
非
正
規
労
働
者

及
び
中
高
齢
者
等
を
対
象

と
し
た
求
職
活
動
支
援
事

業
）
と
、
ふ
る
さ
と
雇
用

再
生
特
別
基
金
事
業
（
地

域
の
求
職
者
等
を
雇
い
入

れ
安
定
的
な
雇
用
機
会
を

創
出
す
る
取
組
み
を
支
援

す
る
事
業
）
で
す
。
ま
た
、

労
働
基
準
局
と
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
で
も
こ
れ
ま
で
以

上
の
援
護
措
置
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
雇

用
創
出
を
促
す
た
め
の
制

度
の
周
知
徹
底
に
努
め
、

新
た
な
雇
用
創
出
に
向
け

た
施
策
の
展
開
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

庁舎建設が決定され、その後に、
小学校の統合計画が進められて

います。
　新利根小、桜川小、東小を同時に申請し
た場合、合併特例債の借入れ予定額が約
56億円、既存校舎を活用した場合には約
31億円を見込んでいると説明を受けました。
　統廃合後の施設の活用や管理、あるいは
解体等、市民の負担が増大しないよう望み
ますが、財政の見通しをお聞かせ下さい。

庁舎建設事業と小学校統合事業の

財源は、合併特例債を予定してい

ます。現在の経済状況は、市税収入が落込

み、交付税も平成 27 年度からは段階的に

縮減されることが確実となっています。

　小学校における教育活動を円滑かつ効率

的に進めるために、学校施設等の整備は喫

緊の課題であります。学校適正配置計画の

方向性が決まりしだい、施設の利活用、解

体を含め、財政負担が大きくならないよう

検討し、財政運営の健全化に努めていきた

いと考えています。

井
戸
賀

井戸賀

髙
城
市
長 
制
度
の
周
知
に
努
め　
　
　

新
た
な
施
策
を
図
り
た
い

健全財政計画に基づいて実施せよ
髙城市長  将来を見据え健全化に努めます

市
長

市長

耐震性に欠ける江戸崎庁舎耐震性に欠ける江戸崎庁舎



12稲敷市議会だより　第16号

一
般
質
問

浅 野 信 行
議　員

現
下
の
厳
し
い
経

済
情
勢
に
お
い
て
、

多
子
世
帯
の
子
育
て
負
担

に
対
す
る
配
慮
と
し
て
、

第
２
子
以
降
の
児
童
に
つ

い
て
１
人
当
た
り
３
万
６

千
円
を
支
給
す
る
も
の
で

す
が
、
支
給
の
詳
細
と
進

捗
状
況
を
伺
い
ま
す
。

対
象
者
は
平
成
21

年
３
月
末
現
在
で

4
歳
か
ら
6
歳
の
第
2
子

以
降
で
、
条
件
と
し
て
18

歳
以
下
の
兄
か
姉
が
い
る

こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
本

市
の
該
当
者
は
５
８
０
名

子
育
て
応
援
特
別
手
当
の
申
請
が
始
ま
る
が

お
り
ま
す
。
な
お
、
所
得

制
限
は
設
け
て
お
り
ま
せ

ん
。

　

ま
た
３
月

末
に
は
郵
送

に
て
申
請
書

類
を
送
付
す

る

こ

と

に

な
っ
て
お
り
、

申
請
期
限
は

９
月
末
ま
で

の
６
ヶ
月
間

に
な
り
ま
す
。

現在、当市では 5回までの無料化が
実施されており、また先月の臨時会

では、補正予算により無料化の拡充に取り
組んでいただきましたが、その拡充は何回
までか、また、いつから対象となりますか。

当市は県内に先駆けて、先月、臨時

会での議決により、６回目以降の健

診についても公費負担を実施しております。

現在、母子手帳を交付している方は 158 名

おります。その方々には国が示した受診時

期に応じた受診券を交付しました。

　平成 21 年４月からは、当市でも 14 回ま

での公費負担を実施する予定になっており

ます。

　

妊婦健診の無料化の拡充と継続を望む

浅野

浅
野

保
健
福
祉
部
長 

申
請
期
限
は
９
月
末
ま
で
で
す　

部
長

保健福祉部長  重要な施策と認識して考えていきます

 母子手帳と一緒に渡される受診券 母子手帳と一緒に渡される受診券

部長

郵送で送付される申請書類郵送で送付される申請書類



13 稲敷市議会だより　第16号

市
政
を
問
う

議　員

産
業
建
設
部
長 
消
費
拡
大
の
効
果
は

薄
い
と
考
え
ま
す

地
域
経
済
の
活
性

化
の
目
玉
に
し
よ

う
と
、
定
額
給
付
金
の
実

施
に
あ
わ
せ
て
商
品
券
の

発
行
を
計
画
し
て
い
る
自

治
体
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

町
お
こ
し
や
経
済
の
活
性

へ
の
一
役
を
期
待
す
る
と

し
て
盛
ん
に
報
道
さ
れ
て

お
り
、
ぜ
ひ
当
市
で
も
や

る
べ
き
と
思
い
ま
す
が
、

計
画
は
あ
る
の
か
伺
い
ま

す
。

実
際
に
は
大
型
店

舗
で
の
利
用
が
多

く
な
り
、
地
域
で
の
幅
広

い
消
費
拡
大
の
効
果
は
薄

い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で

実
効
性
、
緊
急
性
を
考
慮

政府は第２次補正予算で緊急雇
用対策や、ふるさと雇用の再生

特別交付金など、９００億円の対策費を
自治体に役立ててもらうとしております。
　２０６の事業例が発表され、当市
では農業分野での短期雇用創出事
業や、地場産業の振興などさまざま
な事業が考えられますが、当市とし
ての事業計画をお伺いします。

両事業とも３年間の期限付

きで、新たに企画した事業

が該当するもので、本市では、教育

介助員等の創設と学校の安全体制

整備のスクールガードリーダーの

実施を計画しており、今後も求人、

求職者の就職支援のための事業の創出と

ＰＲ活動等に務めたいと考えております。

大
湖

大湖

し
て
、
学
校
や
道
路
等
の

整
備
事
業
を
優
先
的
に
予

算
を
組
ん
で
い
ま
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を

発
行
し
て
は
ど
う
か

大湖 金四郎

部
長

市長

現在活動されているスクールガードリーダー現在活動されているスクールガードリーダー

当市での雇用創出を考えよ
髙城市長  教育関係で計画しています

みんながまちのぞむ定額給付金、手続中みんながまちのぞむ定額給付金、手続中



14稲敷市議会だより　第16号

常常任任委委員員会会のの審査経過と結果

委
員
長　

伊
藤　
　

均　

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
議

案
は
、
条
例
制
定
案
件
１
件
、
条
例

改
正
案
件
７
件
、
補
正
予
算
案
件
１

件
、
新
年
度
予
算
案
件
４
件
の
13
議

案
で
す
。

　

審
査
は
、
３
月
９
日
、
11
日
の
２

日
間
に
わ
た
り
行
い
、
各
議
案
に
つ

い
て
、
担
当
課
長
よ
り
詳
細
な
説
明

を
受
け
、
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

主
な
審
査
の
経
過
に
つ
い
て
報
告

し
ま
す
。

　

議
案
第
７
号
は
、
人
事
院
の
勤
務

条
件
の
改
定
勧
告
を
受
け
、
勤
務
時

間
が
１
週
40
時
間
か
ら
38
時
間
15
分

に
改
め
ら
れ
る
た
め
、
４
月
か
ら
市

職
員
の
勤
務
時
間
も
同
様
に
改
正
す

る
も
の
で
す
。
８
時
30
分
か
ら
５
時

15
分
ま
で
の
業
務
時
間
は
変
え
ず
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
に
努
め
て
い
く

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
12
号
は
、
稲
敷
市
産
業
活

動
の
活
性
化
及
び
雇
用
機
会
の
創
出

を
図
り
、
市
民
生
活
の
安
定
及
び
向

上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
制
定
さ

れ
た
も
の
で
す
が
、
３
月
31
日
を

も
っ
て
失
効
す
る
期
限
を
３
年
間
延

長
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

議
案
第
25
号
で
は
、
集
落
集
会
施

設
整
備
事
業
で
行
う
下
水
道
工
事
、

地
区
所
有
公
民
館
の
修
繕
費
用
の
負

担
割
合
に
つ
い
て
検
討
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
の
意
見
や
、
企
業
誘
致

に
つ
い
て
、
今
後
、
企
業
の
撤
退
の

可
能
性
も
あ
り
、
引
き
続
き
残
っ
て

も
ら
う
こ
と
も
大
事
な
の
で
考
慮
し

て
も
ら
い
た
い
と
の
意
見
が
出
さ
れ
、

今
後
は
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、

市
外
、
市
内
の
企
業
誘
致
を
進
め
て

い
き
た
い
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

付
託
さ
れ
ま
し
た
13
議
案
す
べ
て

全
会
一
致
に
よ
り
原
案
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

委
員
長　

木
内　

義
延　

　

付
託
さ
れ
た
10
議
案
に
か
か
る
、

主
な
審
査
の
経
過
と
結
果
に
つ
い
て

報
告
し
ま
す
。

　

議
案
第
５
号　

稲
敷
市
収
入
印
紙

等
購
買
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

は
、
本
年
６
月
か
ら
市
に
お
い
て
開

始
さ
れ
る
旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
発

給
事
務
取
扱
い
の
際
、
手
数
料
と
し

て
必
要
と
な
る
県
の
証
紙
の
他
、
国

の
印
紙
販
売
等
を
市
が
行
え
る
よ
う

に
制
定
す
る
も
の
で
、
市
民
の
利
便

性
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

議
案
第
18
号　

平
成
20
年
度
稲
敷

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

の
う
ち
税
務
課
か
ら
、
市
税
調
定
額

の
増
加
及
び
収
納
率
の
向
上
に
よ
る

滞
納
繰
越
分
の
増
収
に
伴
い
、
総
額

９
５
０
７
万
円
の
歳
入
増
額
が
見
込

ま
れ
る
旨
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
25
号　

平
成
21
年
度
稲
敷

市
一
般
会
計
予
算
で
は
、
所
管
各
課

よ
り
詳
細
な
説
明
を
受
け
審
査
を
行

い
ま
し
た
。
生
活
環
境
課
で
は
、
本

年
６
月
よ
り
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ

る
家
庭
用
火
災
報
知
器
に
関
し
て
、

高
齢
者
や
独
居
世
帯
等
へ
の
設
置
呼

び
か
け
、
設
置
に
係
る
措
置
経
費
な

ど
に
関
す
る
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

税
務
課
で
は
、
市
税
に
お
い
て
低

燃
費
で
経
済
性
の
高
い
軽
自
動
車
の

登
録
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
軽
自
動

車
税
が
増
額
。
反
面
、
た
ば
こ
消
費

の
減
退
に
よ
り
、
た
ば
こ
税
が
減
額

と
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
歳

出
で
は
、
21
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
る

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
か
ら
の
収

納
経
費
の
他
、
滞
納
差
し
押
さ
え
財

産
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
経
費
等

が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
第
27
号　

平
成
21
年
度
稲
敷

市
老
人
保
健
特
別
会
計
予
算
に
つ
い

て
は
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
予
算
の

大
半
が
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

へ
移
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
老
人

保
健
特
別
会
計
の
新
年
度
予
算
は
、

前
年
度
ま
で
の
過
年
度
分
精
算
に
よ

る
医
療
給
付
費
の
み
の
計
上
と
な
り
、

対
前
年
比
91
・
６
％
の
大
幅
な
減
額

予
算
と
な
る
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
す
べ

て
の
議
案
に
つ
い
て
、
全
会
一
致
で

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会

市
民
生
活
常
任
委
員
会



15 稲敷市議会だより　第16号

常常任任委委員員会会のの審査経過と結果

産
業
建
設
常
任
委
員
会

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

委
員
長　

根
本　

光
治　

　

付
託
さ
れ
た
議
案
７
件
に
つ
い
て
、

主
な
審
査
の
経
過
と
結
果
に
つ
い
て

報
告
し
ま
す
。

　

議
案
第
18
号　

平
成
20
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
の
う
ち
、

給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
給
食
費
未
納

者
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
21
年
１

月
末
現
在
で
約
８
５
２
万
円
の
未
納

額
が
あ
り
、
主
に
は
戸
別
訪
問
を
実

施
し
て
い
る
が
、
徴
収
率
が
上
が
ら

な
い
現
状
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
、

悪
質
な
滞
納
者
に
対
し
て
は
、
法
的

措
置
と
し
て
簡
易
裁
判
所
へ
申
し
立

て
て
対
応
す
る
た
め
進
め
て
い
る
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
25
号　

平
成
21
年
度
一
般

会
計
予
算
の
う
ち
、
教
育
総
務
課
で

は
、
９
月
に
開
園
す
る
認
定
子
ど
も

園
の
所
管
課
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、

新
た
な
保
育
所
と
幼
稚
園
が
で
き
る

が
、
担
当
を
児
童
福
祉
課
と
し
て
、

一
つ
の
窓
口
で
対
応
で
き
る
組
織
を

構
築
し
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
認
定
子
ど
も
園
の
給
食
調

理
業
務
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
よ

り
豊
か
で
効
果
的
な
給
食
運
営
を
考

え
、
調
理
業
務
を
民
間
委
託
す
る
計

画
で
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
専
門
性
、

柔
軟
性
を
取
り
入
れ
て
給
食
内
容
の

充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
31
号　

平
成
21
年
度
介
護

保
険
特
別
会
計
予
算
で
は
、
以
前
質

問
し
た
家
族
介
護
慰
労
金
の
変
更
内

容
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
今
ま
で

の
非
課
税
世
帯
を
外
し
、
課
税
世
帯

で
も
所
得
に
関
係
な
く
支
給
す
る
な

ど
、
該
当
条
件
の
変
更
に
つ
い
て
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
他
の
案
件
に
つ
い
て
も
慎
重

な
る
審
査
を
行
い
、
審
査
の
結
果
、

付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
は
、
す

べ
て
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

委
員
長　

浅
野　

信
行　

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
に
お
け
る

審
査
の
経
過
と
結
果
に
つ
い
て
、
ご

報
告
し
ま
す
。

　

３
月
６
日
の
本
会
議
に
お
い
て
関

係
議
案
14
件
が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
第
39
号
に
つ
い
て
は
、
委
員

会
審
査
開
始
前
に
議
案
撤
回
の
申
し

出
を
受
け
審
査
を
停
止
し
、
関
係
議

案
13
件
に
つ
い
て
12
日
及
び
13
日
の

両
日
に
わ
た
り
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

議
案
第
18
号　

平
成
20
年
度
稲
敷

市
一
般
会
計
補
正
予
算
の
う
ち
農
政

課
所
管
で
は
、
米
価
下
落
対
策
事
業

補
助
金
６
２
０
０
万
円
の
減
額
補
正

根
拠
と
し
て
説
明
の
あ
っ
た
、
米
価

決
定
の
時
期
等
に
対
す
る
質
問
が
あ

り
、
1
月
末
ま
で
に
行
わ
れ
る
県
の

入
札
価
格
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
制
度

で
あ
る
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
25
号　

平
成
21
年

度
稲
敷
市
一
般
会
計
予
算
の
う
ち
、

当
委
員
会
所
管
部
分
に
つ
い
て
各
課

よ
り
説
明
を
受
け
、
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

　

農
政
課
所
管
で
は
、
有
害
鳥
獣
駆

除
経
費
に
つ
い
て
、
最
近
急
増
し
て

い
る
ハ
ク
ビ
シ
ン
･
タ
ヌ
キ
等
の
捕

獲
用
わ
な
の
整
備
状
況
や
、
捕
獲
実

績
等
に
対
す
る
質
問
が
あ
り
、
わ
な

の
整
備
要
望
等
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
他
、
エ
コ
農
業
に
対
し
て
の
取
り

組
み
や
、
林
業
･
水
産
業
費
で
の
事

業
取
り
組
み
強
化
に
対
す
る
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
各
議
案
全
会
一
致

に
よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
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編

集

後

記

委

員

長　
　

大　

湖　

金
四
郎

副
委
員
長　
　

根　

本　
　
　

保

委　
　

員　
　

木　

内　

義　

延

委　
　

員　
　

山　

本　

祐　

子

委　
　

員　
　

柳　

町　

政　

広

委　
　

員　
　

浅　

野　

信　

行

委　
　

員　
　

伊　

藤　
　
　

均

委　
　

員　
　

根　

本　

光　

治

　

桜
の
花
が
辺
り
一
面
を
華
や
か
に
彩

る
季
節
、
真
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
小

さ
い
体
で
大
き
く
揺
ら
し
、
一
生
懸
命

歩
い
て
い
く
姿
は
、
健
気
で
、
誇
ら
し

げ
で
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

今
年
、
市
内
の
小
学
校
に
は
３
５
５

名
の
児
童
が
入
学
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

環
境
で
新
し
い
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

少
子
化
の
影
響
に
よ
り
、
前
年
度

に
比
べ
て
か
な
り
少
な
い
入
学
者
数

と
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
昨
年

度
、
当
市
で
は
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環

境
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
た
め
、
学
校
の

適
正
配
置
を
検
討
し
て
学
校
施
設
の

統
合
を
進
め
る
答
申
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
度
は
、
学
校
再
編
の
実
施

計
画
策
定
に
着
手
す
る
予
定
と
な
っ
て

お
り
、
複
式
学
級
や
児
童
の
少
な
い
状

況
を
な
く
し
、
子
ど
も
達
に
と
っ
て
よ

り
良
い
環
境
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
と

な
り
ま
す
。

　

子
ど
も
達
は
、
一
歩
一
歩
自
分
た
ち

の
未
来
に
向
け
て
歩
み
続
け
て
い
ま
す
。

そ
の
一
歩
が
安
心
し
て
踏
み
出
せ
る
よ

う
に
、
私
た
ち
は
共
に
歩
き
、
そ
の
未

来
を
明
る
く
照
ら
し
て
い
こ
う
と
、
強

く
感
じ
ま
し
た
。
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直
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）

　市議会は、傍聴できます。

　この３月議会では、期間中、のべ２５人の皆さま

が傍聴しました。稲敷市役所東庁舎の２階で当日に

受付けています。

　次回の定例会の詳しい日程については、議会事

務局までお問い合わせ下さい。

☎ ０２９９―７８―３３９０（直通）
FAX ０２９９―７８―３３９６
E-mail：gikai@city.inashiki.lg.jp

傍 聴
！

して

みませんか

月

次回定例会開会予定は

6 9 日火となります。

（ 表　　紙 ）
平成　年　月　日

○○○○○に関する請願（陳情）

　　（請願書の場合）
　　紹介議員

氏名　　　　　㊞

（ 本　　文 ）
○○○○○に関する請願（陳情）

（趣旨）　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　

平成　年　月　日
稲敷市議会議長　様

請願者（陳情者）住所
　氏名　　　　　㊞

◆ 

請
願
・
陳
情
に
つ
い
て 

◆

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
希
望
や
意
見
を
、

直
接
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
制
度

と
し
て
請
願
と
陳
情
が
あ
り
、
だ
れ
で

も
議
会
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

請
願
（
陳
情
）
書
は
、
書
面
で
の
み

受
け
付
け
ま
す
。
議
会
事
務
局
ま
で

ご
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

紹
介
議
員
が
必
要
な
も
の
を
「
請

願
」、
な
い
も
の
を
「
陳
情
」
と
呼
び
、

受
理
し
た
請
願
や
審
査
対
象
と
な
っ
た

陳
情
の
議
決
結
果
は
、
提
出
者
に
そ

れ
ぞ
れ
通
知
し
ま
す
。

【
請
願
（
陳
情
）
書
の
提
出
方
法
】

1
．
請
願
（
陳
情
）
の
趣
旨
（
願
意
・

理
由
）
は
、
市
議
会
に
対
し
て
何
を

求
め
、
何
を
し
て
ほ
し
い
の
か
で
き

る
だ
け
具
体
的
に
、
ま
た
、
簡
単

明
瞭
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

必
要
に
応
じ
て
図
面
や
そ
の
他
の
資

料
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

2
．
内
容
の
異
な
る
2
つ
以
上
の
事
項

を
請
願
（
陳
情
）
す
る
場
合
は
、別
々

の
請
願
（
陳
情
）
書
と
し
て
く
だ
さ
い
。

3
．
請
願
（
陳
情
）
書
に
は
、
提
出

年
月
日
、請
願
（
陳
情
）
者
の
住
所
・

氏
名
（
法
人
・
任
意
団
体
の
場
合
は
、

そ
の
所
在
地
・
名
称
・
代
表
者
氏
名
）

を
記
載
し
、
押
印
し
て
く
だ
さ
い
。

4
．
請
願
（
陳
情
）
者
が
複
数
の
場

合
に
は
、
代
表
者
の
氏
名
を
記
載

し
、
外
何
名
と
し
て
く
だ
さ
い
。

5
．
請
願
書
に
は
、
紹
介
議
員
1
名

以
上
の
署
名
ま
た
は
、
記
名
押
印

が
必
要
で
す
。

6
．
請
願
（
陳
情
）
書
は
、
原
則
と
し

て
Ａ
４
判
の
用
紙
に
横
書
き
と
し
、

正
本
1
部
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※
請
願
書
・
陳
情
書
に
つ
い
て
不
明

な
点
は
、
市
議
会
事
務
局
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

7
．
受
付
は
、
市
議
会
事
務
局
に
て

随
時
受
理
し
て
い
ま
す
が
、
原
則
と

し
て
毎
定
例
会
（
3
月
・
6
月
・

9
月
・
12
月
）
ま
で
に
提
出
さ
れ

た
も
の
が
、
そ
の
定
例
会
の
取
り
扱

い
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
以
降
に
提
出

さ
れ
た
も
の
は
、
次
の
定
例
会
に
付

議
さ
れ
ま
す
。


